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[bookmark: JUMP_SEQ_141]第13条　配食サービス事業の内容は、次に掲げるとおりとする。
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[bookmark: JUMP_SEQ_149][bookmark: MOKUJI_68](２)　調理が困難で安否の確認を必要とすること。
[bookmark: JUMP_SEQ_150][bookmark: MOKUJI_69](３)　次のいずれかの世帯に属していること。
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[bookmark: JUMP_SEQ_159]第17条　助成額は、前条の規定により算定した経費の２分の１の額（100円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てた額）とし、重度身体障害者（身体障害者福祉法（昭和24年法律第283号）第15条第４項の規定により身体障害者手帳を交付されている者で、身体障害者福祉法施行規則（昭和25年厚生省令第15号）別表第５の肢体不自由又は心臓、じん臓若しくは呼吸器若しくはぼうこう若しくは直腸若しくは小腸若しくはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能の障害に該当するもののうち１級、２級又は３級に該当するもの）、重度知的障害者（児童福祉法（昭和22年法律第164号）第15条に規定する児童相談所又は知的障害者福祉法（昭和35年法律第37号）第12条に規定する知的障害者更生相談所において知能指数が35以下の者又は最重度と判定された者）、重度精神障害者（精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第123号）第45条第２項の規定により、精神障害者保健福祉手帳の交付を受け、精神保健及び精神障害者福祉に関する法律施行令（昭和25年政令第155号）第６条第３項に規定する障害等級が１級に該当する者）、難病患者及び悪性新生物患者につきそれぞれ別表第１に掲げる額を限度とする。
[bookmark: JUMP_SEQ_160][bookmark: MOKUJI_75][bookmark: JUMP_JYO_18_0_0]（助成の要件）
[bookmark: JUMP_SEQ_161]第18条　住宅改造費助成事業を利用することができる障害者等は、次に掲げる要件を備えた者とする。
[bookmark: JUMP_SEQ_162][bookmark: MOKUJI_76](１)　本市に居住し、かつ、本市の住民基本台帳に記録されていること。
[bookmark: JUMP_SEQ_163][bookmark: MOKUJI_77](２)　改造しようとする住宅を自ら所有する者又は当該住宅の改造の承認を得た者であること。
[bookmark: JUMP_SEQ_164][bookmark: MOKUJI_78](３)　我孫子市高齢者住宅改造費助成規則（平成12年規則第27号）に基づく助成を受けることができない者であること。
[bookmark: JUMP_SEQ_165][bookmark: MOKUJI_79](４)　助成対象者の属する世帯が生活保護法（昭和25年法律第144号）による被保護世帯であること又は当該世帯の生計中心者の当該年度（助成金の交付決定をする月が４月から６月までの場合にあっては、前年度）の市町村民税が非課税若しくは均等割のみ課税若しくは合計所得金額が125万円以下であること。
[bookmark: JUMP_SEQ_166][bookmark: MOKUJI_80](５)　法令その他の規定による住宅改造費助成事業を受けられる場合には、法令その他の規定による住宅改造費助成事業を上回る助成が必要である者と認められること。
[bookmark: JUMP_SEQ_167][bookmark: MOKUJI_81][bookmark: JUMP_JYO_19_0_0]（助成の制限）
[bookmark: JUMP_SEQ_168]第19条　助成決定者は、その助成金の交付を受けた日から３年を経過した後でなければ、新たな申請をすることができない。ただし、第17条に規定する助成金の限度額から既に交付された額を控除した額の範囲内の申請については、この限りでない。
[bookmark: JUMP_SEQ_169][bookmark: MOKUJI_82]第７節　緊急通報システム事業
[bookmark: JUMP_SEQ_170][bookmark: MOKUJI_83][bookmark: JUMP_JYO_20_0_0]（事業の内容）
[bookmark: JUMP_SEQ_171]第20条　緊急通報システム事業は、障害者等の居宅に緊急電話機を設置し、緊急による救助活動を行う事業とする。
[bookmark: JUMP_SEQ_172][bookmark: MOKUJI_84]２　前項の緊急電話機は、貸与するものとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_173][bookmark: MOKUJI_85][bookmark: JUMP_JYO_21_0_0]（利用の要件）
[bookmark: JUMP_SEQ_174]第21条　緊急通報システム事業を利用することができる障害者等は、次に掲げる要件を備えた者とする。
[bookmark: JUMP_SEQ_175][bookmark: MOKUJI_86](１)　本市に居住し、かつ、本市の住民基本台帳に記録されていること。
[bookmark: JUMP_SEQ_176][bookmark: MOKUJI_87](２)　次のいずれかの世帯に属していること。
[bookmark: JUMP_SEQ_177]ア　障害者等のみの世帯
[bookmark: JUMP_SEQ_178]イ　同居する介護者が就労等により、おおむね12時間以上ひとりの状態にある世帯
[bookmark: JUMP_SEQ_179][bookmark: MOKUJI_88]第８節　日中一時支援事業
[bookmark: JUMP_SEQ_180][bookmark: MOKUJI_89][bookmark: JUMP_JYO_22_0_0]（事業の内容）
[bookmark: JUMP_SEQ_181]第22条　日中一時支援事業の内容は、次のとおりとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_182][bookmark: MOKUJI_90](１)　障害者等への日中活動の場の提供及び障害者等の自宅等からの送迎
[bookmark: JUMP_SEQ_183][bookmark: MOKUJI_91](２)　障害者等が社会に適応するための日常的な訓練の実施
[bookmark: JUMP_SEQ_184][bookmark: MOKUJI_92][bookmark: JUMP_JYO_23_0_0]（実施時間）
[bookmark: JUMP_SEQ_185]第23条　日中一時支援事業の実施時間は、午前７時から午後７時までとする。ただし、市長が必要があると認めるときは、これを変更することができる。
[bookmark: JUMP_SEQ_186][bookmark: MOKUJI_93][bookmark: JUMP_JYO_24_0_0]（利用の要件）
[bookmark: JUMP_SEQ_187]第24条　日中一時支援事業を利用することができる障害者等は、次のいずれにも該当する者とする。
[bookmark: JUMP_SEQ_188][bookmark: MOKUJI_94](１)　本市に居住し、かつ、本市の住民基本台帳に記録されている者又は市長が特に認めた者
[bookmark: JUMP_SEQ_189][bookmark: MOKUJI_95](２)　日中において保護する者がいないこと等により、一時的に見守り等の支援や活動の場が必要な者
[bookmark: JUMP_SEQ_190][bookmark: MOKUJI_96]第９節　代筆・代読ヘルパーの派遣事業
[bookmark: JUMP_SEQ_191][bookmark: MOKUJI_97][bookmark: JUMP_JYO_24_2_0]（事業の内容）
[bookmark: JUMP_SEQ_192]第24条の２　代筆・代読ヘルパーの派遣事業の内容は、障害者等に対し、次に掲げるサービスを行うため代筆・代読ヘルパーを派遣することとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_193][bookmark: MOKUJI_98](１)　公的機関その他これに準ずる機関から交付された書類及び配布された資料の代読
[bookmark: JUMP_SEQ_194][bookmark: MOKUJI_99](２)　日常生活用品の取扱説明書の代読
[bookmark: JUMP_SEQ_195][bookmark: MOKUJI_100](３)　公的機関その他これに準ずる機関へ提出する各種申請書の代筆
[bookmark: JUMP_SEQ_196][bookmark: MOKUJI_101](４)　その他市長が必要があると認めるサービスに係る代筆又は代読
[bookmark: JUMP_SEQ_197][bookmark: MOKUJI_102][bookmark: JUMP_JYO_24_3_0]（派遣の要件）
[bookmark: JUMP_SEQ_198]第24条の３　代筆・代読ヘルパーの派遣を受けることのできる障害者等は、次に掲げる要件を備えた者とする。
[bookmark: JUMP_SEQ_199][bookmark: MOKUJI_103](１)　本市に居住し、本市の住民基本台帳に記録されていること。
[bookmark: JUMP_SEQ_200][bookmark: MOKUJI_104](２)　在宅していること。
[bookmark: JUMP_SEQ_201][bookmark: MOKUJI_105]２　前項の規定にかかわらず、市長が必要があると認めるときは、代筆・代読ヘルパーの派遣事業を利用することができる。
[bookmark: JUMP_SEQ_202][bookmark: MOKUJI_106]第10節　障害者地域相談支援事業
[bookmark: JUMP_SEQ_203][bookmark: MOKUJI_107][bookmark: JUMP_JYO_24_4_0]（事業の内容）
[bookmark: JUMP_SEQ_204]第24条の４　障害者地域相談支援事業の内容は、障害者等又はその保護者からの相談に応じ、必要な情報の提供、助言等を行う事業として、次に掲げる事業を実施することとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_205][bookmark: MOKUJI_108](１)　障害者地域相談支援事業
[bookmark: JUMP_SEQ_206]ア　専門的な相談支援を要する困難ケースの対応
[bookmark: JUMP_SEQ_207]イ　福祉サービスの利用援助
[bookmark: JUMP_SEQ_208]ウ　社会資源を活用するための支援
[bookmark: JUMP_SEQ_209]エ　社会生活力を高めるための支援
[bookmark: JUMP_SEQ_210]オ　専門機関の紹介
[bookmark: JUMP_SEQ_211]カ　障害福祉サービス分野におけるネットワークの構築
[bookmark: JUMP_SEQ_212][bookmark: MOKUJI_109](２)　権利擁護事業（障害者の権利擁護を図るために成年後見制度や日常生活自立支援事業などの利用等を支援する事業をいう。）
[bookmark: JUMP_SEQ_213][bookmark: MOKUJI_110][bookmark: JUMP_JYO_24_5_0]（実施主体）
[bookmark: JUMP_SEQ_214]第24条の５　障害者地域相談支援事業の実施主体は、我孫子市とする。
[bookmark: JUMP_SEQ_215][bookmark: MOKUJI_111]第３章　利用の手続
[bookmark: JUMP_SEQ_216][bookmark: MOKUJI_112][bookmark: JUMP_JYO_25_0_0]（申請及び決定）
[bookmark: JUMP_SEQ_217]第25条　ホームヘルパーの派遣事業、ガイドヘルパーの派遣事業、手話通訳者及び要約筆記者の派遣事業、訪問入浴サービス事業、配食サービス事業、緊急通報システム事業、日中一時支援事業並びに代筆・代読ヘルパーの派遣事業を利用しようとする障害者等又は当該障害者等の保護者は、我孫子市障害者等在宅生活支援事業利用申請書（様式第１号）を市長に提出しなければならない。この場合において、ホームヘルパーの派遣事業のうち第３条第１項第１号に係る業務を希望し、又は訪問入浴サービス事業を利用しようとするときは、健康診断書（様式第２号）を添付するものとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_218][bookmark: MOKUJI_113]２　住宅改造助成事業を利用しようとする障害者等又は当該障害者等の保護者は、我孫子市障害者等住宅改造費助成申請書（様式第３号）に必要書類を添付の上、市長に提出しなければならない。
[bookmark: JUMP_SEQ_219][bookmark: MOKUJI_114][bookmark: JUMP_KOU_3_0]３　前項の規定により住宅改造助成事業を利用しようとする障害者等又は当該障害者等の保護者は、事前に住宅の改造について市長と協議しなければならない。
[bookmark: JUMP_SEQ_220][bookmark: MOKUJI_115][bookmark: JUMP_KOU_4_0]４　第18条第２号に規定する当該住宅の改造の承認を得た者は、住宅改造工事承諾書（様式第４号）を申請書に添付しなければならない。
[bookmark: JUMP_SEQ_221][bookmark: MOKUJI_116][bookmark: JUMP_KOU_5_0]５　市長は、第１項又は第２項の申請書を受理したときは、速やかにこれを審査し、我孫子市障害者等在宅生活支援事業決定・却下通知書（様式第５号）又は我孫子市障害者等住宅改造費助成決定・却下通知書（様式第６号）により当該申請者に通知するものとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_222][bookmark: MOKUJI_117][bookmark: JUMP_JYO_26_0_0]（届出）
[bookmark: JUMP_SEQ_223]第26条　前条第５項の規定により、決定の通知を受けた者（以下「利用者」という。）は、次の各号のいずれかに該当するときは、市長にその旨を届け出なければならない。
[bookmark: JUMP_SEQ_224][bookmark: MOKUJI_118](１)　利用者が第４条第１項各号、第６条第１項各号、第８条各号、第12条第１項各号、第15条第１項各号、第18条各号、第21条各号、第24条各号及び第24条の３第１項各号に規定する要件に該当しなくなったとき。
[bookmark: JUMP_SEQ_225][bookmark: MOKUJI_119](２)　利用者に変更が生じたとき。
[bookmark: JUMP_SEQ_226][bookmark: MOKUJI_120](３)　利用者が死亡したとき。
[bookmark: JUMP_SEQ_227][bookmark: MOKUJI_121]２　住宅改造助成事業の利用者は、住宅改造に係る見積額、改造箇所その他の申請内容に変更が生じたときは、我孫子市障害者等住宅改造費助成更申請書（様式第７号）に必要書類を添付の上、市長に提出しなければならない。
[bookmark: JUMP_SEQ_228][bookmark: MOKUJI_122]３　市長は、前項の申請書を受理したときは、変更内容を審査し、我孫子市身体障害者等住宅改造費助成変更・却下通知書（様式第８号）により利用者に通知するものとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_229][bookmark: MOKUJI_123]第４章　利用者負担額
[bookmark: JUMP_SEQ_230][bookmark: MOKUJI_124][bookmark: JUMP_JYO_27_0_0]（利用者負担額）
[bookmark: JUMP_SEQ_231]第27条　ホームヘルパーの派遣事業、ガイドヘルパーの派遣事業、訪問入浴サービス事業、日中一時支援事業又は代筆・代読ヘルパーの派遣事業の利用者は、別表第２に定める額（10円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てた額。以下「利用者負担額」という。）を、利用する事業者に支払わなければならない。ただし、１月当たりの利用者負担額は、それぞれのサービスごとに、税額等による階層区分に応じ、上限月額の欄に掲げる額を上限とする。
[bookmark: JUMP_SEQ_232][bookmark: MOKUJI_125]２　手話通訳者及び要約筆記者の派遣事業並びに障害者地域相談支援事業の利用に係る費用は、無料とする。
[bookmark: JUMP_SEQ_233][bookmark: MOKUJI_126]３　配食サービス事業の利用者は、食材料費の実費相当額として、１食につき400円を利用する事業者に支払わなければならない。
[bookmark: JUMP_SEQ_234][bookmark: MOKUJI_127]４　緊急通報システム事業の利用者は、１月につき500円を負担するものとする。ただし、利用者の生計中心者（利用者の属する世帯の生計を主として維持している者をいう。）が、前年度市民税非課税又は均等割のみの課税世帯のときは、この限りでない。
[bookmark: JUMP_SEQ_235][bookmark: MOKUJI_128]５　前項に規定する費用の納入は、我孫子市財務規則（昭和62年規則第９号）に定める納入通知書により行うものとする。
[bookmark: JUMP_KOU_6_0][bookmark: JUMP_SEQ_236][bookmark: MOKUJI_129]６　利用者は、指定された納期限内に費用を納入しなければならない。
[bookmark: JUMP_KOU_7_0][bookmark: JUMP_SEQ_237][bookmark: MOKUJI_130]７　第１項、第３項及び第４項に規定する費用の徴収猶予又は減免を受けようとする利用者は、我孫子市障害者等在宅生活支援事業費用徴収猶予・減免申請書（様式第９号）を市長に提出しなければならない。
[bookmark: JUMP_KOU_8_0][bookmark: JUMP_SEQ_238][bookmark: MOKUJI_131]８　市長は、前項の申請書を受理した場合において、これを審査し、適当と認めたときは、我孫子市障害者等在宅生活支援事業費用徴収猶予・減免決定通知書（様式第10号）により当該利用者に通知するものとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_239][bookmark: MOKUJI_132]第５章　助成金の交付
[bookmark: JUMP_SEQ_240][bookmark: MOKUJI_133][bookmark: JUMP_JYO_28_0_0]（完了届及び交付請求）
[bookmark: JUMP_SEQ_241]第28条　住宅改造助成事業の利用者は、助成金の交付に係る住宅改造を完了したときは、速やかに住宅改造完了報告書（様式第11号）を市長に提出し、確認を受けなければならない。
[bookmark: JUMP_SEQ_242][bookmark: MOKUJI_134]２　住宅改造助成事業の利用者は、前項の規定による確認を受けたときは、我孫子市障害者等住宅改造費助成金請求書（様式第12号）を市長に提出するものとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_243][bookmark: MOKUJI_135][bookmark: JUMP_JYO_29_0_0]（助成金の交付）
[bookmark: JUMP_SEQ_244]第29条　市長は、前条の規定による助成金の交付請求があったときは、速やかに助成金を交付するものとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_245][bookmark: MOKUJI_136]第６章　雑則
[bookmark: JUMP_SEQ_246][bookmark: MOKUJI_137][bookmark: JUMP_JYO_30_0_0]（利用の取消し）
[bookmark: JUMP_SEQ_247]第30条　市長は、ホームヘルパーの派遣事業、ガイドヘルパーの派遣事業、手話通訳者及び要約筆記者の派遣事業、訪問入浴サービス事業、配食サービス事業、緊急通報システム事業、日中一時支援事業並びに代筆・代読ヘルパーの派遣事業の利用者が次の各号のいずれかに該当したときは、当該利用を中止し、又は取り消すものとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_248][bookmark: MOKUJI_138](１)　利用の要件に該当しなくなったとき。
[bookmark: JUMP_SEQ_249][bookmark: MOKUJI_139](２)　利用者から中止の申出があったとき。
[bookmark: JUMP_SEQ_250][bookmark: MOKUJI_140][bookmark: JUMP_JYO_31_0_0]（住宅改造助成の取消し）
[bookmark: JUMP_SEQ_251]第31条　市長は、住宅改造助成事業の利用者が次の各号のいずれかに該当したときは、助成金の交付決定の一部又は全部を取り消すことができる。
[bookmark: JUMP_SEQ_252][bookmark: MOKUJI_141](１)　偽りその他不正の手段により決定を受けたとき。
[bookmark: JUMP_SEQ_253][bookmark: MOKUJI_142](２)　その他市長が不適当と認めたとき。
[bookmark: JUMP_SEQ_254][bookmark: MOKUJI_143]２　市長は、前項の規定により助成金の交付決定を取り消した場合において、既に助成金を交付しているときは、期限を定めてその一部又は全部の返還を命じるものとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_255][bookmark: MOKUJI_144][bookmark: JUMP_JYO_32_0_0]（委託）
[bookmark: JUMP_SEQ_256]第32条　市長は、次の各号に掲げる障害者等在宅生活支援事業の区分に応じ、それぞれ当該各号に定める事業者に委託することができる。
[bookmark: JUMP_SEQ_257][bookmark: MOKUJI_145](１)　ホームヘルパーの派遣事業　障害者総合支援法第29条第１項に規定にする指定障害福祉サービス事業者（以下「指定障害福祉サービス事業者」という。）のうち市内に事業所を置くもの
[bookmark: JUMP_SEQ_258][bookmark: MOKUJI_146](２)　訪問入浴サービス事業　次のいずれにも該当する社会福祉法人、民間事業者等
[bookmark: JUMP_SEQ_259]ア　事業を行う事業所に、看護師又は准看護師を１人以上、介護職員を２人以上配置し、当該看護師、准看護師又は介護職員のうち１人以上は常勤であること。
[bookmark: JUMP_SEQ_260]イ　事業を行う事業所に、常勤の管理者を設置していること。
[bookmark: JUMP_SEQ_261]ウ　事業を行う事業所に、訪問入浴サービスの提供に必要な広さを有する専用の区画を設けるほか、浴槽類の設備及び備品を備えていること。
[bookmark: JUMP_SEQ_262][bookmark: MOKUJI_147](３)　配食サービス事業　市内の社会福祉法人又は市長が適切な事業運営が確保できると認めた団体
[bookmark: JUMP_SEQ_263][bookmark: MOKUJI_148](４)　ガイドヘルパーの派遣事業　指定障害福祉サービス事業者のうちガイドヘルパー養成研修等を終了した従業者を配置しているものその他市長が認める事業者
[bookmark: JUMP_SEQ_264][bookmark: MOKUJI_149](５)　日中一時支援事業　次のいずれにも該当するもの
[bookmark: JUMP_SEQ_265]ア　市内に事業所を置く事業者であって利用者の活動に必要な人員及びスペースを確保できるものその他市長が認める事業者
[bookmark: JUMP_SEQ_266]イ　別に市長が定める基準に該当するもの
[bookmark: JUMP_SEQ_267][bookmark: MOKUJI_150](６)　代筆・代読ヘルパーの派遣事業　指定障害福祉サービス事業者のうち市の代筆・代読ヘルパー養成研修を終了した従業者を配置しているものその他市長が認める事業者
[bookmark: JUMP_GOU_7_0_0][bookmark: JUMP_SEQ_268][bookmark: MOKUJI_151](７)　障害者地域相談支援事業　障害者総合支援法第51条の17第１項第１号に規定する指定特定相談支援事業者のうち事業の運営を適切に行うことができると市長が認めるもの（市内に事業所を置くものに限る。）
[bookmark: JUMP_SEQ_269][bookmark: MOKUJI_152][bookmark: JUMP_JYO_33_0_0]（記録簿の整備）
[bookmark: JUMP_SEQ_270]第33条　市長は、障害者等在宅生活支援事業の実施に係る台帳を整備するものとする。
[bookmark: JUMP_SEQ_271][bookmark: MOKUJI_153][bookmark: JUMP_JYO_34_0_0]（補則）
[bookmark: JUMP_SEQ_272]第34条　この規則に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。
[bookmark: JUMP_SEQ_273][bookmark: MOKUJI_154][bookmark: JUMP_SEQ_274]附　則
[bookmark: JUMP_SEQ_275][bookmark: MOKUJI_155]（施行期日）
[bookmark: JUMP_SEQ_276]１　この規則は、平成12年４月１日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_277][bookmark: MOKUJI_156]（経過措置）
[bookmark: JUMP_SEQ_278]２　この規則の施行の際、従前の手続によりなされているこの規則に定める障害者等在宅生活支援事業の利用に係る申請は、この規則の相当規定によりなされた申請とみなす。
[bookmark: JUMP_SEQ_279][bookmark: MOKUJI_157]３　この規則の施行の際、現に従前の手続によりこの規則に定める障害者等在宅生活支援事業の利用の決定を受け利用している者は、この規則の相当規定により利用の決定を受け利用している者とみなす。
[bookmark: JUMP_SEQ_280][bookmark: MOKUJI_158][bookmark: JUMP_SEQ_281][bookmark: MOKUJI_159][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H413902100028]附　則（平成13年５月31日規則第28号）
[bookmark: JUMP_SEQ_282]この規則は、平成13年６月１日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_283][bookmark: MOKUJI_160][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H413902100043]附　則（平成13年12月５日規則第43号）
[bookmark: JUMP_SEQ_284]この規則は、公布の日から施行し、改正後の我孫子市障害者等在宅生活支援事業規則の規定は、平成13年12月１日から適用する。
[bookmark: JUMP_SEQ_285][bookmark: MOKUJI_161][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H416902100003]附　則（平成16年２月20日規則第３号）
[bookmark: JUMP_SEQ_286]この規則は、公布の日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_287][bookmark: MOKUJI_162][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H416902100022]附　則（平成16年５月27日規則第22号）
[bookmark: JUMP_SEQ_288]この規則は、公布の日から施行し、改正後の我孫子市障害者等在宅生活支援事業規則の規定は、平成16年４月１日から適用する。
[bookmark: JUMP_SEQ_289][bookmark: MOKUJI_163][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H417902100073]附　則（平成17年10月５日規則第73号）
[bookmark: JUMP_SEQ_290]この規則は、公布の日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_291][bookmark: MOKUJI_164][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H418902100020]附　則（平成18年３月31日規則第20号）
[bookmark: JUMP_SEQ_292]この規則は、平成18年４月１日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_293][bookmark: MOKUJI_165][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H418902100023]附　則（平成18年６月20日規則第23号）
[bookmark: JUMP_SEQ_294]この規則は、公布の日から施行し、改正後の我孫子市障害者等在宅生活支援事業規則の規定は、平成18年４月１日から適用する。
[bookmark: JUMP_SEQ_295][bookmark: MOKUJI_166][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H418902100043]附　則（平成18年９月29日規則第43号）
[bookmark: JUMP_SEQ_296][bookmark: MOKUJI_167]（施行期日）
[bookmark: JUMP_SEQ_297]１　この規則は、平成18年10月１日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_298][bookmark: MOKUJI_168]（準備行為）
[bookmark: JUMP_SEQ_299]２　ガイドヘルパーの派遣事業及び日中一時支援事業に係る申請、決定その他この規則を施行するために必要な準備行為は、この規則の施行前においても行うことができる。
[bookmark: JUMP_SEQ_300][bookmark: MOKUJI_169][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H419902100043]附　則（平成19年７月30日規則第43号）
[bookmark: JUMP_SEQ_301][bookmark: MOKUJI_170]（施行期日）
[bookmark: JUMP_SEQ_302]１　この規則は、公布の日から施行し、改正後の我孫子市障害者等在宅生活支援事業規則の規定は、平成19年７月１日から適用する。
[bookmark: JUMP_SEQ_303][bookmark: MOKUJI_171]（経過措置）
[bookmark: JUMP_SEQ_304]２　平成19年６月30日以前に、この規則による改正前の我孫子市障害者等在宅生活支援事業規則の規定により障害者等在宅生活支援事業の利用の決定を受けている者は、改正後の我孫子市障害者等在宅生活支援事業規則の規定にかかわらず、なお従前の例による。
[bookmark: JUMP_SEQ_305][bookmark: MOKUJI_172][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H420902100030]附　則（平成20年４月30日規則第30号）
[bookmark: JUMP_SEQ_306]この規則は、公布の日から施行し、改正後の我孫子市障害者等在宅生活支援事業規則の規定は、平成20年４月１日から適用する。
[bookmark: JUMP_SEQ_307][bookmark: MOKUJI_173][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H420902100049]附　則（平成20年８月５日規則第49号）
[bookmark: JUMP_SEQ_308]この規則は、公布の日から施行し、改正後の我孫子市障害者等在宅生活支援事業規則の規定は、平成20年７月１日以後に利用するホームヘルパーの派遣事業、ガイドヘルパーの派遣事業、訪問入浴サービス事業及び日中一時支援事業について適用する。
[bookmark: JUMP_SEQ_309][bookmark: MOKUJI_174][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H421902100025]附　則（平成21年３月31日規則第25号）
[bookmark: JUMP_SEQ_310]この規則は、平成21年４月１日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_311][bookmark: MOKUJI_175][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H421902100052]附　則（平成21年８月14日規則第52号）
[bookmark: JUMP_SEQ_312]この規則は、公布の日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_313][bookmark: MOKUJI_176][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H424902100045]附　則（平成24年７月４日規則第45号抄）
[bookmark: JUMP_SEQ_314][bookmark: MOKUJI_177]（施行期日）
[bookmark: JUMP_SEQ_315]１　この規則は、平成24年７月９日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_316][bookmark: MOKUJI_178][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H425902100014]附　則（平成25年３月25日規則第14号）
[bookmark: JUMP_SEQ_317]この規則は、平成25年４月１日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_318][bookmark: MOKUJI_179][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H426902100051]附　則（平成26年９月29日規則第51号）
[bookmark: JUMP_SEQ_319]この規則は、平成26年10月１日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_320][bookmark: MOKUJI_180][bookmark: JUMP_FUSOKU_CODE_H427902100040]附　則（平成27年６月30日規則第40号）
[bookmark: JUMP_SEQ_321]この規則は、平成27年７月１日から施行する。
[bookmark: JUMP_SEQ_322][bookmark: MOKUJI_181][bookmark: JUMP_SEQ_323][bookmark: MOKUJI_182]別表第１（第17条関係）
	[bookmark: JUMP_SEQ_324]
	

	助成対象区分
	助成限度額

	重度身体障害者
	500,000円

	重度知的障害者
	  

	重度精神障害者
	  

	上記以外の障害者
	200,000円

	難病患者
	500,000円

	悪性新生物患者
	200,000円



[bookmark: JUMP_SEQ_325][bookmark: MOKUJI_183]別表第２（第27条第１項関係）
[bookmark: JUMP_SEQ_326]障害者等在宅生活支援事業費用利用者等負担基準
	[bookmark: JUMP_SEQ_327]
	
	
	
	

	税額等による階層区分
	上限月額
	利用者等負担基準額

	Ａ
	利用者等が生活保護法（昭和25年法律第144号）第６条第１項に規定する被保護者及び中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に関する法律（平成６年法律第30号）による支援給付受給者である場合
	０円
	０円

	Ｂ
	利用者等の当該年度（利用決定のあった月が４月から６月までの場合にあっては、前年度）の市町村民税が非課税である場合（Ａ階層に該当する利用者等を除く。）
	０円
	０円

	Ｃ
	利用者等の当該年度（利用決定のあった月が４月から６月までの場合にあっては、前年度）の市町村民税が均等割のみ課税されている場合（Ａ階層に該当する利用者等を除く。）
	1,500円
	報酬額の５％

	Ｄ
	利用者等の当該年度（利用決定のあった月が４月から６月までの場合にあっては、前年度）の市町村民税の所得割の額が右欄のいずれかに該当する場合（Ａ階層に該当する利用者等を除く。）
	250,000円以下
	5,000円
	報酬額の7.5％

	Ｅ
	
	250,001円以上
	10,000円
	報酬額の10％



[bookmark: JUMP_SEQ_328]備考
[bookmark: JUMP_SEQ_329]１　利用者等とは、次のいずれかに該当する者をいう。
[bookmark: JUMP_SEQ_330](１)　障害者が18歳に満たない場合
[bookmark: JUMP_SEQ_331]ア　障害者が未婚の場合にあっては、障害者及び障害者と同一の世帯に属し、かつ、生計を同じくすると認められる父又は母（市町村民税の額が最も高い者に限る。）
[bookmark: JUMP_SEQ_332]イ　障害者が既婚の場合にあっては、障害者及び障害者と同一の世帯に属し、かつ、生計を同じくすると認められる配偶者又は父若しくは母（市町村民税の額が最も高い者に限る。）
[bookmark: JUMP_SEQ_333](２)　障害者が18歳以上の場合
[bookmark: JUMP_SEQ_334]ア　障害者が未婚の場合にあっては、障害者本人
[bookmark: JUMP_SEQ_335]イ　障害者が既婚の場合にあっては、障害者及びその配偶者
[bookmark: JUMP_SEQ_336][bookmark: _GoBack]２　報酬額とは、本市のそれぞれのサービスの委託契約単価に利用時間を乗じた額をいう。
[bookmark: JUMP_SEQ_337]３　市町村民税とは、地方税法（昭和25年法律第226号）の規定による市町村民税（同法の規定による特別区民税を含み、同法第323条の規定により市町村民税の減免が行われた場合には、その額を順次控除した額とする。）をいう。ただし、同法第314条の７及び同法附則第５条第２項の規定は、適用しないものとする。

